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数学的に考える力の育成 

－６年「比とその利用」の指導を通して－ 
１ 単元の目標 

比について、その表し方や比の値、等しい比の意味を理解し、割合が比で表された問題を解決するこ
とを通して、割合の見方・考え方を深めるとともに、日常生活や社会の事象に活用しようすることがで
きるようにする。 

２ 単元を通して目指す児童像 
単元の第１時に、二人でお金を出し合って買い物をする場面から、「割合を基に実際に払う金額を求

める方法について考えたい」という解決したいことを見付け、第２時以降、比を活用して解決した結果
を統合し、日常生活や社会の事象に活用することができる児童 

３ 手立て 
  手立て① 第１時に、けんたさんとお兄さんの二人でお金を出し合って買い物をする場面を設定し、

それぞれ何円ずつ出すとよいかを考えさせ、様々な考え方があることに気付かせる。その
後、二人の年齢、一か月のお小遣い、一日のゲームの使用時間の三つの条件と、「お兄さん
5500円、けんたさん 4500円だとどうか」と不都合が生じそうな考えを提示し、その考えが
不都合が生じそうな根拠を数学的な見方・考え方を働かせて考えさせることで、「割合を基
に実際に払う金額について考えたい」という解決したいことを見付けることができるよう
にする。 

  手立て② 第２時以降、本時の問題を提示した後、前時までの問題との共通点や相違点を見付け、前
時までの学習で使えそうなことを考えさせる。そして、自力解決後に、本時の解決方法と前
時までの解決方法を比較させ、共通点を見付けさせる。そこで、単元を通して、同じような
数学的な見方・考え方を働かせることで、解決した結果を統合することができるようにす
る。 

４ 検証方法 
手立て① 第１時に、二人でお金を出し合って買い物をする場面を設定し、その後、問題の条件と不

都合が生じそうな考えを提示し、その考えが不都合が生じそうな根拠を数学的な見方・考え
方を働かせて考えさせることで、その単元で解決したいことを見付けることができたか、ノ
ートの記述から検証する。 

  手立て② 第２時以降、本時の問題を提示した後、前時までの問題との共通点や相違点を見付け、前
時までの学習で使えそうなことを考えさせ、自力解決後に、本時の解決方法と前時までの解
決方法を比較させ、共通点を見付けさせることで、解決した結果を統合することができた
か、ノートの記述から検証する。 

５ 単元計画 

【第１時】 

教師の主な働きかけ 児童の主な反応 

 
 
 
Ｔ：いくらずつお金を出せばいいですか。 
 
 
 
 
Ｔ：なるほど。では次の条件ならどうですか。 
 

 
 
 
Ｃ：平等に 5000円ずつがいいです。 
Ｃ：私は、お兄さんの方がたくさん出すべきだと思
うから、7000円と 3000円かな。 

Ｃ：二人の年齢によっても、変わってくると思う
よ。 

Ｃ：お兄さんが４歳も年上だから、お兄さんが多く
出したらいいと思う。 

問題 けんたさんは、お兄さんとお金を出し合って 10000 円のゲームを買います。けんたさんとお
兄さんはそれぞれいくらずつお金を出せばいいでしょう。 



 
 
 
 

 
Ｔ：実は「お兄さん 5500 円、けんたさん 4500 円
でどうかな」と、お兄さんが言っています。どう
思いますか。 

Ｔ：どうしてそう思ったのかな。 

 
 
 
 
 
Ｃ：お兄さんはもっと多い方がいいと思います。 
Ｃ：私はちょうどいいと思ったよ。 
 
Ｃ：お兄さんの年齢がけんたさんの 1.5 倍になっ
ているから、出す金額も 1.5 倍にならないとお
かしくないかな。 

Ｃ：でも、けんたさんの 1.5 倍の金額って、いく
らだろう。考えてみたい！ 

【第７時】 

教師の主な働きかけ 児童の主な反応 

 

 

 

 

 
Ｔ：昨日の問題と今日の問題を比べて、似ていると
ころはありますか。 

 
Ｔ：では、違うところはありますか。 
 
 
Ｔ：では、昨日の問題を解決したときに使った考え
で、今日の問題に使えそうな考えはありますか。 

Ｔ：では、今出てきた考えを使って、今日の問題を
考えてみましょう。 

 
Ｔ：（自力解決後）問題①は、どのように考えまし
たか。 

 
 
 
 
 
Ｔ：昨日の問題と今日の問題を比べて、解決方法に
共通する考えはありますか。 

 

 

 

 

 
Ｃ：どちらも比を使った問題だよ。 
Ｃ：二つの物の重さや長さを表す比が分かってい
るね。 

Ｃ：昨日の問題は、片方が分かっていてもう片方の
数量を求める問題だったけど、今日の問題は全
体を比で分けているね。 

Ｃ：図を使って、比の１にあたる大きさを考えたら
できそうだよ。 

Ｃ：比の値を使ったらどうかな。 
Ｃ：等しい比を使っても考えられそうだよ。 
（自力解決） 
Ｃ：2.5÷５＝0.5 0.5×３は 1.5だから、みずき
さんは 1.5ｍです。 

Ｃ：私は等しい比を使って考えました。 
Ｃ：私は、みずきさんの分と全体の長さの比は３：
５で、みずきさんの分は全体の

３

5
倍だから、2.5

× ＝1.5。みずきさんは 1.5ｍと考えました。 
Ｃ：妹は同じ考え方をすると、1ｍになります。 
Ｃ：比の１にあたる大きさを使って求めている所
は共通しているね。 

Ｃ：等しい比の性質を使っているところも共通し
ているよ。 

Ｃ：比の値を使っている所も共通しているね。 
Ｃ：昨日の授業で見付けた考えが、今日の問題でも
使えたね。 

【第８時（最終）】 

教師の主な働きかけ 児童の主な反応 

Ｔ：今日まで、比について学習してきましたね。で
は、比の授業で最初に考えた問題を覚えていま
すか。 

Ｃ：10000円のゲームを、けんたさんとお兄さんで
お金を出し合って買う問題だったね。 

Ｃ：あれ。昨日考えた問題とよく似ているよ。 
Ｃ：そっか。比を使えばいくらずつお金を出すか分
かりそうだよ。もう一度考えてみたい！ 

 

【条件１】年齢             お兄さん 12歳     けんたさん８歳 
【条件２】一か月のお小遣い       お兄さん 3000円    けんたさん 2000円 
【条件３】一日のゲームの使用時間    お兄さん１時間半    けんたさん１時間 

前時の問題 砂糖と小麦粉の重さの比を２：５にしてケーキをつくります。必要な砂糖や小麦粉の
重さについて考えてみましょう。 

 
本時の問題 みずきさんは、長さ 2.5ｍのリボンを、妹と分けることにしました。みずきさんの分と

妹の分の長さの比を３：２にするには、それぞれ何ｍに分けたらよいですか。 
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